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●１．テーマ設定と取組の全体像
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複数年で取り組むテーマとして「観光振興」「伝承と地域の魅力の発信」を設定し、今年度は「教育旅
行と地域の魅力（芸術・伝統工芸・産業）を組み合わせた観光ツアーの検討」を通じた「地域の魅力の
磨き上げ」を目指しています。

複数年のテーマ

「観光振興」
・

「伝承と地域の魅
力の発信」

今年度の達成目標今年度の取組

教育旅行と地域の
魅力（芸術・伝統
工芸・産業）を組
み合わせた観光ツ
アーの検討

ターゲット設定・
商品開発・ツアー
醸成・PR実現

地域の魅力の
磨き上げ

検討 実践

魅力づくり

仕組づくり

• ターゲットの選定
• ツアー要素の洗い出し・磨き上げ
• 商品としての組み上げ

• 効果的なPR・PDCAサイクルを実現する
ために必要な観光客データの収集・活
用方法の整理

• ツアー商品のPR・販売
• ツアーに対する評価の取得

• データ活用候補となる地域内外の企業
との取得情報や活用方法の検討



●２．本日の論点
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年度の目標達成のための取組内容、特に力点を置いて進める部分、それらを踏まえた実践の場の計画に
ついて議論させていただきます。

論点１

論点２

課題に挑戦している企業との連携で年度内の目
標をどのように達成するか

年度の目標達成、さらにインパクトを高めるた
め、どこに力点を置き推進すべきか

論点３
論点１、２を踏まえ、実践の場の内容、集客タ
ーゲット、開催場所・時期、集客方法はどのよ
うにすべきか



●３．【論点１】目標達成のための取組

4

石巻圏観光推進機構様との検討で、ターゲットとコンテンツの考え方・一次案を整理しました。
県内小学生向けの修学旅行、中高生向けの遠足、一般旅行客の40代・50代をターゲットとし、学びと
楽しみの主目的となるコンテンツを中心に磨き上げ・ツアー醸成を進める想定です。

学生

小学校

中学校

高等学校

大学・
大学院

県内 県外

修学旅行

遠足

ターゲット

一般

20代
30代
40代
50代
60代
～

グルメ・知人訪問

コンテンツ

学び 楽しみ

• 津波被害の体験（
まち歩き＋ARで被
害状況を追体験）

• 防災の工夫につい
てまとめ・発表

• こけし絵付け等の
伝統工芸の体験

主 副

• 手軽に楽しめるキ
ャンプを通じて、
非常時の食料につ
いて考える

• 季節ごとの旬な水
産品を食べる

• 自然を楽しむ

副 主

それぞれのコンテンツは
流用・相互成長可能



●３．【論点１】目標達成のための取組 学生ターゲット選定
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修学旅行の訪問先として多いのは、小学校で南東北（宮城）、中学校で東京都市圏、高等学校で近畿と
なっています。

問７ 各教育旅行で訪問した地域はどこですか？①修学旅行 （直近３年間の実績）

出典：一般社団法人石巻圏観光推進機構 令和元年度 東北地方の小・中・高校を対象とした教育旅行に関するアンケート調査



●３．【論点１】目標達成のための取組 学生ターゲット選定

6

遠足の訪問先として多いのは、小学校・中学校で南東北（宮城）高等学校で北東北となっています。

問７ 各教育旅行で訪問した地域はどこですか？ ②遠足（直近３年間の実績）

出典：一般社団法人石巻圏観光推進機構 令和元年度 東北地方の小・中・高校を対象とした教育旅行に関するアンケート調査



●３．【論点１】目標達成のための取組 学生ターゲット選定
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中学校 高等学校

中学校・高等学校の修学旅行の行先として、宮城は上位20の県域として登場しません。

出典：公益財団法人日本修学旅行協会 2019年度実施の国内修学旅行の実態とまとめ
https://jstb.or.jp/files/libs/3166/202106281518595201.pdf
https://jstb.or.jp/files/libs/3167/202106281519224390.pdf

https://jstb.or.jp/files/libs/3166/202106281518595201.pdf
https://jstb.or.jp/files/libs/3167/202106281519224390.pdf


●３．【論点１】目標達成のための取組 学生ターゲット選定
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中学校は北海道で東北を行先としていた学校が多い傾向があります。

出典：Jタウンネット
https://j-town.net/2014/10/10193167.html?p=all



●３．【論点１】目標達成のための取組 学生ターゲット向けコンテンツ
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学習目的等（修学旅行） 小学校 中学校 高等学校

歴史学習 33.4% 16.8% 27.7%
平和学習 2.1% 3.7% 16.0%
防災学習・震災学習 6.2% 5.0% 3.5%
伝統文化体験 18.0% 11.7% 15.5%
芸術鑑賞・体験 5.2% 24.6% 7.7%
交流体験 6.0% 5.6% 6.6%
スポーツ体験 0.7% 1.1% 1.3%
自然・環境学習 11.3% 3.8% 5.3%
地場産業体験 4.2% 1.6% 1.9%
ものづくり産業見学・体験 6.6% 6.8% 4.5%
学校・研究所見学、実習 2.2% 9.8% 4.5%
民泊体験 0.9% 0.8% 1.8%
ボランティア体験 0.2% 0.7% 0.2%
SDGｓ  に関する学び・体験 0.7% 1.9% 1.9%
その他 2.2% 6.3% 1.6%
合計 100.0% 100.0% 100.0%

修学旅行の学習目的は、学生の年齢別に異なりますが、歴史学習と伝統文化体系は共通して高い傾向が
あります。

問6 各教育旅行の企画・実施にあたり、どんな学習目的・学習効果を重視していますか？

出典：一般社団法人石巻圏観光推進機構 令和元年度 東北地方の小・中・高校を対象とした教育旅行に関するアンケート調査



●３．【論点１】目標達成のための取組 一般ターゲット向けコンテンツ
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観光・レクリエーションを目的とした旅行のボリュームが大きいです。

出典：日本交通公社 『旅行年報2020』第Ⅰ編 日本人の旅行市場
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2020/10/nenpo2020_1-2.pdf



●３．【論点１】目標達成のための取組 一般ターゲット向けコンテンツ
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宮城は温泉、現地グルメ・名物料理を目的とした訪問が多いです。

出典：日本交通公社 『旅行年報2020』第Ⅰ編 日本人の旅行市場
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2020/10/nenpo2020_1-2.pdf



●３．【論点１】目標達成のための取組 一般ターゲット向けコンテンツ
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宮城はスポーツ観戦目的での訪問も多いのが特徴です。

出典：日本交通公社 『旅行年報2020』第Ⅰ編 日本人の旅行市場
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2020/10/nenpo2020_1-2.pdf



●小学生向けコンテンツ一覧
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主
目
的

防災観光

副
次
目
的

津波 食料・エネルギー

観光・営み・ふれあい

①地域の伝統文化を体験
を通して学ぶ
② 60～90分
③石巻市
④Tree Tree
Ishinomaki

こけし絵付け体験
①地域の伝統的な水産加
工品について学ぶ
② 30~60分
③女川町
④蒲鉾本舗髙政

笹かまの手焼き体験

ターゲット 小学生（修学旅行） 震災について見聞きし、自ら命・生活を守るためにどうすればよいか考える力を育む
子供たちが背伸びできる非日常体験を提供する

防災・伝統文化を学ぶ旅

温泉食事
自然・
景勝地

伝統文化・体験

①地域をガイドとバスで
巡り震災について学ぶ

②120分
③石巻市
④石巻観光ボランティア

協会

石巻・大震災まなび

①震災前後の記録を見学
し復興について学ぶ

②30～60分
③石巻市
④石巻市復興まちづくり

情報交流館

震災前後の写真見学
①震災直後の手書きの壁

新聞等を通じて、震災
後の復興を知る

②60分
③石巻市
④石巻ニューゼ

石巻の歴史を知る

①ARアプリとガイドか
ら報歳について学ぶ

②60~90分
③石巻市
④3.11みらいサポート

防災まちあるき

①伝承施設で震災の教訓
を学ぶ

②30分
③石巻市
④南浜つなぐ館（3.11み

らいサポート）

震災の実情と教訓を学ぶ
①語り部から被災時や避

難時の体験を聞く
②100分
③石巻市
④3.11みらいサポート

語り部さんと歩く3.11

①「津波模擬実験装置を
使った津波の学習

②90分
③石巻市
④雄勝花物語

津波をイメージする

①震災の記録、遺構から
津波の恐ろしさを知る

②50分
③東松島市
④東松島市 東日本大震

災復興祈念公園

震災の記録・遺構見学

①津波の恐ろしさと逃げ
ることを学ぶ

②50分
③石巻市
④石巻南浜津波復興祈念

公園

津波から命を守る

①概略
②所要時間
③場所
④協力者

コンテンツ名

座学中心 体験中心

〔凡例〕



●ファミリー向けコンテンツ一覧
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主
目
的

防災観光

副
次
目
的

津波 食料・エネルギー

観光・営み・ふれあい

温泉食事 自然・景勝地 伝統文化・体験 スポーツ

①静かな場所で心と体を
リフレッシュする

②60分~90分
③石巻市
④峠の湯 追分温泉

追分温泉

①緊急時の食事体験
②1泊2日
③石巻市、東松島市
④おしか家族旅行村オー

トキャンプ場、
KIBOTCHA

防災キャンプ

①猫に癒され、風光明媚
な自然を満喫する

②90~300分
③石巻市
④綱地島ライン

田代島
①魚市場から取り寄せる

新鮮な食材を楽しむ
②60~90分
③石巻市
④斎太郎食堂

斎太郎食堂
①作成体験を通じ、地元

の方と交流する
② 60～90分
③石巻市
④ Tree Tree

Ishinomaki

こけし絵付け体験

①地域の海産物から作ら
れる上質な蒲鉾を堪能

② 30~60分
③石巻市
④蒲鉾本舗髙政

万石の里

①地元の産品をお土産と
して購入いただく

② 30~60分
③石巻市
④げんき市場

げんき市場

ターゲット 40代～50代夫婦
日常から離れて自然を楽しみながら、心と体をリフレッシュさせたい。

①松島の原風景を肌で感
じる

②240分
③東松島市
④東松島市観光物産協会

宮城オルレ(奥松島)

五感で感じるリフレッシュの旅

①作成体験を通じ、地元
の方と交流する

② 60～90分
③女川町
④みなとまちセラミカ工

房

スペインタイル作成体験

①日常では見ることので
きない、魚市場を見学
する。

② 30~60分
③石巻市
④石巻魚市場

石巻市魚市場

①概略
②所要時間
③場所
④協力者

コンテンツ名
〔凡例〕



●観光資源の磨き上げ方法
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旅行の主目的になり得る
コンテンツの選定

顧客（旅行者）を知る

改善ポイントに対する
改善策アイデアの発想

改善策アイデアの評価
プランニング

KGI・KPIの設定

実行・測定による
継続的なバージョンアップ

• 学習旅行として意義が高いものを選択
• ターゲット顧客（旅行者）が旅行に出かけたくなるものを選択

• カスタマージャーニーマップ等を活用し、その観光資源を利
用する際に楽しい・面倒と感じるポイントを抽出

• 改善ポイントごとに改善策アイデアを多様な立ち位置のメン
バーの参加によるブレスト等で創出

• 創出したアイデアを改善効果、コスト、継続性、難易度等の
観点で評価し、改善策の全体像を確定

• 改善を通じて達成したい姿とその達成のために必要となる
ことが着実に実行できていることを確認できる指標を設定

• アイデアを実行し、一定期間ごとにKPI・KGIを確認することで
実行継続や追加アイデア導出を判断し、タイムリーに実行

観光資源の磨き上げにあたっては、主目的となるコンテンツを中心に、顧客目線で伸ばすべきポイン
ト・改善すべきポイントを明確にし、改善策を導出していく必要があると考えています。



●観光資源の磨き上げ方法
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磨き上げ方法

11月 2022年

11月 12月 1月
1日~ 8日~ 15日~ 22日~ 29日~ 6日~ 13日~ 20日~ 27日~ 3日~ 10日~ 17日~ 24日~ 31日~

旅行の主目的になり得るコ
ンテンツの選定
顧客（旅行者）を知る

改善ポイントに対する
改善策アイデアの発想
改善策アイデアの評価
プランニング
KGI・KPIの設定

実行・測定による
継続的なバージョンアップ

関係者を巻き込み、主目的となり得るコンテンツを中心に磨き上げを行い、1月の実践の場での対外的
な発信、継続的なバージョンアップにつなげていく想定です。

本日(第2回意見交換会)
実践の場

実行・計測の一部を試行

▲

▲

▲

▲

▲：石巻圏観光推進機構様とのMTG（案）



●（参考）カスタマージャーニーマップ・サンプル

17

カスタマージャーニーマップは、観光客が観光施設利用やアクティビティの体験を通じて、どのような
行動をするのか、その際にどのような感情の動きがあり、その要因は何かを可視化するツールです。



●旅行者データの取得方法
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アンケート

SNS

スマホアプリ

決済データ

旅行者の
属性

旅行者の
行動

旅行者からの
評価

宿泊者名簿等の
データ

〇 △ 〇

× △ 〇

△~〇 △~〇 〇

△ 〇 ×

△~〇 × ×

取得
難易度

高

低

高～中

中~低

中

観光統計

取得できる情報

加工の
自由度

活用の
即時性

手法の特徴

〇

△

〇

〇

△

〇 △ × 低 ×

△~〇

△~〇

〇

△

×

×

効果的な施策検討・PDCAの推進のために必要となる旅行者データの取得方法は様々あり、取得できる
情報と手法の特徴に差があります。



●旅行者データの活用・運用の検討ステップ

運用
アプリ導入

アンケート実施準備
推進体制の設計目的の明確化

何のために、どのような
情報を収集し、どのよう
に活用するのかを設計

情報収集するチャネル、
分析・管理・運用方法の

設定

目的を踏まえたアプリ導
入やアンケート取得方法
の整備、分析基盤の設

計・導入

情報収集・分析結果の共
有を行い、活用結果を踏
まえた効果測定、PDCAを

回す

データの活用・運用までは、下記のステップに沿った検討が必要であり、特に目的の明確化・推進体制
の設計を関係者で十分に検討し、ステップを進めていくことが肝要となります。

19



●４．【論点２】目標達成のための力点
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今年度および複数年度の目標達成に向け、どのような観光コンテンツに注力し磨き上げを行うか、また
効果的・継続的な磨き上げ・施策展開のためにどのようなデータを扱うべきか、議論させてください。

魅力づくり

仕組づくり

本日ご意見いただきたいポイント

① 主目的となるコンテンツ
• 学生に学んで欲しいこと
• 一般旅行として楽しみたい

もの

② 磨き上げ・改善ポイント
• ターゲットがより魅力に感じ

るための磨き上げポイント
• 楽しむために障壁になる改善

ポイント

③ 観光コンテンツの磨き上げ、
PDCAを回していくうえで欲し
いデータと活用場面

④ コンテンツの磨き上げ・改善、
データ活用検討のために支援
できること、巻き込むべき企
業・団体



●５．【論点３】実践の場のイメージ
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対外的な発信 新しいアイデアの創出・関係者の巻き込み

コンセプト・ビジョン

ターゲットとツアー

磨き上げ

データ収集とPDCA

特に売りとなる観光資源を対象に
ワークショップによる磨き上げ

収集したいデータと活用方法と
参画事業者拡大のアイデア創出

実践の場では今年度のテーマに沿った取組内容の対外的な発信と新しいアイデアの創出・関係者の巻き
込みを目的としたワークショップを中心に、参加者のターゲット・開催方法を検討します。

コンテンツ
案

集客
ターゲット

開催場所

一般
旅行客

学校
関係者

地域の観光関連の企業・団体

旅行代理店

集客方法 旅行関連
媒体

自治体・
教育委員会 自治体 旅行関連媒体

各種メルマガ等

仙台 石巻

開催場所 対面イベント（＋オンライン配信）



●６．今後のスケジュール

22

本日の議論を踏まえ、実践の場までの取組を整理します。
（各種準備・集客のスケジュールを踏まえると1月17日週頃が最早の見込みです。）

11月 2022年

11月 12月 1月
1日~ 8日~ 15日~ 22日~ 29日~ 6日~ 13日~ 20日~ 27日~ 3日~ 10日~ 17日~ 24日~ 31日~

本日(第2回意見交換会)
実践の場

事務局

石巻圏
観光推進
機構様

会場手配

集客用フライヤー作成

告知準備

告知

主要参加者調整

イベント詳細検討

参加者受付

資料等の作成

プレスリリース

主目的コンテンツ選定

顧客理解

改善ポイント検討

アイデア評価・プラン検討

KPIの設定

試行
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